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熱と暮らし通信  

「大掃除」に関する意識調査 

 年末の恒例行事としてあげられる「大掃除」。1年のうちに溜まったチリやホコリを掃き清め、新年を気持ちよく迎えるために、日本
では昔から伝統的に行われています。しかし、近年ではライフスタイルや住宅設備機能の変化から、年末の大掃除を行わない家庭
も増えてきています。 
 この度、熱で暮らしを豊かにするリンナイ株式会社（本社:愛知県名古屋市、社長:内藤 弘康）では大掃除の実態や掃除に
関する知識を探るべく、リンナイ公式部品販売サイト「R.STYLE（リンナイスタイル）」会員の4,064名を対象に、「大掃除」に関
する意識調査を実施しました。 

昨年末に大掃除を実施した人は2人に1人！独身の人ほど実施しない傾向 

普段より少し念入りな「中掃除」を実施している人は8割以上！ 

背景には「大掃除は大変」、「汚れが溜まりにくい」といった理由が判明 

最も掃除を行いやすいと思う季節は「秋」・「春」が上位に 

実施しない理由は「普段からこまめに掃除をしている」・「他の時期に大掃除をする」 

夫婦の役割を調査！妻は「キッチン・リビング」、夫は「お風呂・窓・照明」が多い傾向 

掃除方法は若い世代ほど家庭で教わる人が減っていることが判明 

主な調査結果 
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2人に1人は昨年末に大掃除を実施していないことが判明！ 
普段より少し念入りな「中掃除」を行う人は8割以上と多数 

 
大掃除をしない理由は「普段からこまめに掃除をしている」・「他の時期に大掃除をする」 

最も掃除を行いやすいと思う季節は「秋」・「春」が上位に 
 

~ お掃除のプロ 大津たまみ先生直伝！ 効率的な “中掃除スケジュール”公開 ~  
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3.7% 

昨年末に大掃除を実施した人は2人に1人！独身の人ほど実施しない傾向に 
大掃除にかける時間は2~4時間程度が一般的 

昨年（2016年）末に大掃除を実施したかどうかを尋ねたところ、「実施した」と回答した人は51.9％という結果となり、2人
に1人は年末に大掃除を行わなかったことがわかりました。未既婚別でみると、男性・女性ともに未婚の人では「実施しなかっ
た」と回答した人の方が多く、未婚の人ほど年末の大掃除を実施しない傾向が見えました。 
大掃除にかける時間については、2~4時間程度がボリュームゾーンとなり、半日以下で終える人が多い様子が伺えます。 

Q1. あなたご自身は、昨年（2016年）の年末に大掃除を行いましたか？  
※あなた以外の家族が行った場合を除き、あなたご自身のことについてお答えください。 (単一回答 N=4,064) 

Q2. 昨年（2016年）の年末に大掃除を行った方にお聞きします。あなたは、昨年（2016年）の年末の大掃除にどれくらい時間をかけましたか？ 
覚えているおおよその時間について最も近いものをお答えください。 (単一回答 N=2,109) 
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実施した 

51.9% 

実施しなかった 

34.1% 

他の時期に 

実施した 

12.2% 

わからない 

/覚えていない 

1.8% 

55.7% 

38.7% 

32.7% 

47.0% 

9.7% 

11.1% 

0% 20% 40% 60% 80% 100% 

男性・既婚 

(N=1,482) 

男性・未婚 

(N=558) 

実施した 実施しなかった 

他の時期に実施した わからない／覚えていない 

56.7% 

39.8% 

27.5% 

44.4% 

14.7% 

13.2% 

0% 20% 40% 60% 80% 100% 

女性・既婚 

(N=1,547) 

女性・未婚 

(N=477) 

実施した 実施しなかった 
他の時期に実施した わからない／覚えていない 

年末の大掃除を実施した 

約5割 

【未既婚・男女別データ】 



月に数回程度 

6.3% 

月に1回程度 

18.0% 

2ヶ月に1回程度 

10.6% 

3ヶ月に1回程度 

19.0% 

4ヶ月に1回程度 

3.1% 

5ヶ月に1回程度 

0.5% 

半年に1回程度 

19.4% 

それ以下 

6.5% 

中掃除はしない 

16.4% 

普段より少し念入りな「中掃除」を実施している人は8割以上！ 
背景には「大掃除は大変」、「汚れが溜まりにくい」といった理由が判明 

最も掃除を行いやすいと思う季節は「秋」・「春」が上位に 

Q4. あなたが、中掃除を行う理由はなぜですか？ (複数回答 N=3,396) 

念入りに時間と体力をかけて行う「大掃除」とは別に、大掃除まではいかない、少し念入りな「中掃除」を行うかどうか尋ねたと
ころ、行うと回答した人は8割以上にものぼりました。中でも、3カ月に1回以上行う人は53.9％で半数以上いることがわかりま
した。中掃除を行う理由を伺うと、「まとめて大掃除をすると大変だから」や「中掃除をすると汚れが溜まりにくいから」といった回
答が多く見られました。その他、「冬は寒い」や「冬より汚れが落ちやすい」といった回答も見られ、大掃除に適している季節は、
「秋」だと思っている人が最も多いことがわかりました。 

Q3. あなたは、中掃除を行いますか？(単一回答 N=4,064） 
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大掃除：ふだん手が届かない所まで、念入りに大がかりにする掃除 
中掃除：普段の掃除より少し念入りに手の届かない所を行うが、大掃除まではいかない掃除 

中掃除を行う 

8割以上 

54.3% 

41.7% 

34.0% 

24.6% 

18.9% 

10.2% 

10.2% 

2.2% 

6.8% 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 

まとめて大掃除をすると大変だから 

中掃除をすると汚れが溜まりにくいから 

普段からきれいにしておきたいから 

大掃除を待つと汚れが気になるから 

冬は寒いのでそれ以外の季節に掃除したいから 

冬より汚れが落ちやすいから 

時間があるから 

その他 

特に理由はない 

Q5. あなたはどの季節が掃除をしやすい（掃除に適している）と思いますか？  (単一回答 N=4,064) 

春 

24.9% 

夏 

10.2% 

秋 

44.1% 

冬 

8.9% 

その他 

0.6% 特にない 

11.2% 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100% 



今年（2017年）末に大掃除を行う予定のない人へその理由を尋ねたところ、「普段からこまめに掃除をしているから」 「他の
時期に大掃除をするから」と回答する人が多く、年末の大掃除に必要性を感じていない人も少なくないことがわかりました。他
にも、「寒いから」、「面倒だから」などの理由が見られました。 

実施しない人の理由は「普段からこまめに掃除をしている」・「他の時期に大掃除をする」 
背景には、ライフスタイルの変化や住宅設備の向上も 
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Q6.あなたは、今年の年末に大掃除を行う予定がないのは、何か理由がありますか？ (複数回答 N=571) 

42.0% 

27.3% 

23.3% 

23.3% 

12.4% 

4.0% 

3.5% 

3.0% 

1.2% 

1.1% 

3.3% 

8.6% 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 

普段からこまめに掃除をしているから 

他の時期に大掃除をするから 

寒いから 

面倒だから 

仕事が忙しいから 

自分は行わず、家族が行うから 

既に別の予定が入っているから 

家電製品は清掃性が高くなり大掃除の必要がないから 

業者に頼むから 

掃除の仕方がわからない 

その他 

特に理由はない 

日本でも最近では、年末の大掃除ではなく、中掃除が広がってきています。アメリカでは”Spring Cleaning（スプリ
ング・クリーニング）”と呼ばれ、気温がよく、体が動きやすく、汚れも落ちやすい時期に掃除を行うことが効率的である
ことが立証されています。日本でも一年の中で公私ともに最も忙しく、その上、寒さで体も動きにくい年末ではなく、気
温に適した時期にこまめに掃除をすることが大切だという感覚が広まり始めています。 
 
また、住宅設備の機能の向上により、大掃除の際に面倒に感じるキッチン周りも汚れがつきにくい仕様に変化してい
ます。例えば、ガスコンロの天板部分はガラストップとなっており、汚れがついてもすぐに除去すれば、洗剤なしでも取り
除くことができるものもあります。 
 

【大津氏コメント】  

年末に大掃除が必要のない理由とは・・・ 

家の掃除を主に行っている女性の社会進出により共働き世帯も増え、年末の大掃除に時間をかけることができない
状態になってきています。そのため、一年で一番忙しい時期に掃除をすることが減ってきています。また、働き方やライ
フスタイルの変化により、年末に家族が集まらなくなったことも大掃除を行わない理由の一つとなっています。 
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29.4%  28.4 % 26.5%  

23.1%  
20.8%  
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大掃除で最も面倒に感じる場所は換気扇・レンジフードが上位 
夫婦の役割を調査！妻は「キッチン・リビング」、夫は「お風呂・窓・照明」が多い傾向 

大掃除の際に面倒に思う場所を尋ねたところ、「キッチン（換気扇・レンジフード）」が60.0%と最も高い結果となり、続いて
「窓・網戸」、「キッチン（コンロ）」、「お風呂」という結果となりました。 
また、大掃除の際にどの場所を担当することが多いかについての結果を夫婦別にみると、キッチン周りの差が最も大きく、キッチ
ン周りは妻が担当することが多いことがわかりました。一方で、夫は「お風呂」、「窓・網戸」、「照明」という回答が多く、キッチン・
リビング以外の場所を担当していることがわかりました。 

Q7. あなたが、大掃除で面倒に思う場所はどこですか？ (複数回答 N=2,606)  
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【夫婦別データ（既婚者のみ）】 

Q8. あなたご自身は、大掃除をする際にどの場所を担当することが多いですか？ 
※あなたの担当ではない（家族の誰かが行う）場所は除いてお答えください。  (複数回答 N=2,075)  



ある 

18.2% 

ない 

70.6% 

その他 

0.4% 

わからない 

10.9% 

大掃除について自分なりのノウハウを持っている人は2割以下 
掃除方法は若い世代ほど家庭で教わる人が減っていることが判明 

Q9.  あなたは、大掃除について、自分なりのノウハウやコツがありますか？  (単一回答 N=2,606) 

大掃除について自分のなりのノウハウやコツがあるかどうかを尋ねたところ、「ある」と回答した人は18.2%と2割を下回る結果と
なりました。ノウハウやコツを持っている人は、年代が若くなるにつれて少なくなっていることがわかりました。 
また、掃除の方法についてどこで学んだか尋ねたところ、「家庭（父母）」が38.2%で最も多い結果となりました。しかし、年
代が下がるにつれて、家庭で学んでいる人が減り、「学校」で学んでいる人が増えていることがわかりました。 
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35.9% 

35.6% 
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全体(N=4,064） 

30代以下(N=401） 

40代(N=944） 

50代(N=1294） 

60代以上(N=1425） 

学校 家庭（父母より） 家庭（祖父母より） 家庭（上記以外の人より） その他 特に学んでいない 

Q10. あなたは、掃除の方法についてどこで最も学んだと言えますか？  (単一回答 N=4,064) 

大掃除に関する知識に関して、自分なりのノウハウやコツがあると答えた割合が全体で2割を下回り、年代が下がるに
つれてノウハウやコツが無いという調査結果は、掃除方法を学んだ場所の変化からもきています。 
学校の清掃と家の中の清掃では、汚れの種類やつき方が違うため、掃除方法を取得することができない状況になって
います。家庭の汚れに対しての正しい清掃方法が必要となってきています。 

【大津氏コメント】 
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0% 20% 40% 60% 80% 100% 

頑固な汚れの落とし方がわからない 

カビの予防／対処方法がわからない 

掃除道具の正しいお手入れ方法が分からない 

分解できるものはどこまで掃除をすればいいかわからない 

場所によって適した洗剤がわからない 

場所によって適した道具がわからない 

あてはまる ややあてはまる どちらともいえない あまりあてはまらない あてはまらない 

掃除についての知識を尋ねたところ、「頑固な汚れの落とし方がわからない」、「カビの予防／対処方法がわからない」がともに
半数以上と、不安を持っている人が多いことがわかりました。今回、掃除道具として昔からよく使われている「雑巾」の絞り方に
ついても尋ねました。順手と逆手で絞ることにより力が入り易いため、「縦絞り」が最もよく絞れるといわれていますが、最もよく絞
れる絞り方として「縦絞り」と回答した人は4割以下となり、多くの人が「横絞り」と回答しました。 
 

「頑固な汚れの落とし方」「カビの予防/対処方法」について分からない人が多い傾向 
掃除道具の定番「雑巾」の最もよく絞れる絞り方を知っている人は4割以下 

Q11. あなたは、掃除に関する以下の項目に対してどの程度あてはまりますか？  (単一回答 N=4,064) 
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Q12. 昔から掃除に使われている“雑巾“について、最もよく絞れる絞り方はどれだと思いますか？  (単一回答 N=4,064) 

※本リリースの調査結果・グラフをご利用いただく際は、必ず【リンナイ調べ】とご明記ください。 

【調査概要】 
調査時期 ：2017年8月18日（金）～31日（木） 
実施機関 ：リンナイ公式部品販売サイト「R.STYLE（リンナイスタイル）」 
調査方法 ：インターネット調査 
調査対象  ：4,064名 

縦しぼり 

38.5% 
横しぼり 

58.6% 

握りしぼり 

0.7% 

わからない 

2.2% 

縦しぼり 4割以下 

1.縦しぼり・・・順手と逆手で縦方向に持ち、ねじってしぼる 

順手と逆手でしぼることで無理なく十分に力が入るため、最もよく絞れるといわれています。 

2.横しぼり・・・順手同士で横方向に持ち、ねじってしぼる 

3.握りしぼり・・・両手で包みこみ、そのまま押さえ込んでしぼる 

 

1． 2． 3． 



キッチン お風呂 トイレ 洗面所 玄関 寝室 部屋 その他 

1月 魚焼きグリル 

2月 湯沸かしポット除菌 排水溝洗浄 排水溝洗浄 壁ホコリ取り 駐車場洗浄 

3月 冷蔵庫 カビ取り 窓掃除 

4月 レンジフード たたき水拭き カーペット洗浄 床除菌高温拭き 階段草取り 

5月 コンロ下整理・洗浄 換気扇 下駄箱 カーテン洗濯 ゴミ箱を洗う 

6月 洗濯機洗浄 照明拭き掃除 照明拭き掃除 外壁高圧洗浄 

7月 コーヒーポット タンク洗浄 ベランダ・網戸 

8月 窓掃除 

9月 カビ取り 鏡磨き 鏡磨き 壁ホコリ取り 

10月 レンジフード 草取り 床ワックスがけ 

11月 換気扇 外壁洗浄 ゴミ箱を洗う 

12月 食器棚シート交換 ポスト水拭き 窓掃除 

~ 大津たまみ先生推奨！年間の中掃除スケジュール ~ 
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夏 （6月~8月） 

日照時間が長いこの時期は外回りの清掃に向いています。 
例えば、水遊びを兼ねて外壁を高圧洗浄機で洗ったり、ベランダや網戸の清掃を行っていきま
しょう。また、洗濯物が増える時期でもありますので、洗濯機の掃除も行っていきましょう。 

秋 （9月~11月） 

涼しくなるので、夏にたまった汚れを一層していきましょう。 
ワックスは冬乾きにくくなるので、秋の時期に床をきれいに洗浄した後にワックスがけを行っていき
ましょう。また、窓を全開に開けることができるこの時期に、お風呂場のカビ取りを済ませてしまい
ましょう。 

冬 （12月~2月） 

一年の中で一番汚れが取れにくい時期です。 
年末を迎える前には、軽く窓掃除をして終了。また、雑草が生える前に、駐車場の洗浄を行い、
除草剤を撒いておきましょう。寒い時期に何度も登場する湯沸かしポットの内側の洗浄や加湿
器の内部の洗浄も行っていきましょう。 

気温も良く、掃除には一番向いている時期です。 
思いっきり窓を開けて掃除をしましょう。また、気温が上がり暖かくなってくるのでキッチンの換気
扇の洗浄がおすすめです。他にも、カーテンの洗濯や冷蔵庫洗浄を気温が上がる前に行ってい
きましょう。 

春 （3月~５月） 

大津 たまみ 氏 
 
1970年生まれ。愛知県愛知郡東郷町出身。「お掃除お片づけ」のプロとして25年以上のキャ
リアを持っている。清掃業界のカリスマ的存在。年間200本以上の講演の他に、TV・雑誌・ラジ
オ等でも片づけや掃除法を伝授している。近年生前整理の関心の高まりから「あったかい生前
整理」を提唱し、一般社団法人生前整理普及協会を設立。社会貢献活動としてシングルマ
ザーの子ども達の支援活動を積極的に行っている。 

お掃除のプロである大津たまみ先生に、季節ごとに行う効率的な“中掃除スケジュール”を教えていただきました。 
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優れた清掃性を追求 
ガスビルトインコンロ 「DELICIA」 

■熱を分散・放熱させてトッププレートの表面温度を抑える“イージークリーン” 

＜新登場＞テーブルコンロにも対応！気軽にグリル調理を楽しめる「ココットプレート」 

ココットシリーズの発売から3年、9,000件以上のお客様の声とともに、テーブ
ルコンロにも対応する新シリーズ「ココットプレート」が登場しました。 
リンナイ独自の開口スリットからバーナーの直火が届いて美味しさを引き出し、
お肉の表面もパリッとこんがり焼けます。さらに、底面はウェーブ形状に設計さ
れており、余分な油を流すことで油汚れも防ぎます。 
 
さんまが丸ごと入る大きさが自慢の大型サイズとなっており、ピザも切らずに焼
ける上、お肉や野菜料理も家族全員分を一度に調理が可能。お料理後の
洗い物を気にすることなく、グリル調理をお楽しみいただけます。 

DELICIAは2007年の発売以来、スタイリッシュなデザイン、高度な調理性、
優れた清掃性を追求した調理機器としてご好評をいただいているビルトインコ
ンロです。発売以後もリンナイ独自の機能搭載やココットの軽量化、ココット
ダッチオーブンの容量アップ、トッププレート、操作パネルのデザイン変更なども
行い、優れた機能性と清掃性を備えています。 

ガラストップは独自の構造により、トッププレートの裏面にアルミパネルが装着
されています。バーナーまわりの熱を分散・放熱させて表面温度の上昇を抑
えるイージークリーン搭載により、非搭載のガラストップに比べてバーナーまわ
りの温度が約69℃※1ダウン。煮こぼれや油はねなどの汚れが焦げつきにくく、
簡単なお手入れだけでキレイを保ちます。 
 
※1 過熱試験による＜リンナイ（株）調べ＞ 

■グリル庫内のニオイと煙を大幅カット“スモークオフ” 

グリル庫内の後方に搭載した専用バーナーで、焼き魚などの調理時に発生
したニオイや煙を焼き切るスモークオフ。排気口から出るニオイはスモークオフ
非搭載のグリルに比べて99％※2以上カット、煙は81％※3カットを実現しまし
た。リビングと一体になったキッチンや、気密性の高いマンション内でも、優れ
た脱煙・脱臭効果を発揮します。 
 
※2 当社従来機種（スモークオフ非搭載）との比較／あじの開き2枚を7分間両面強火で焼いたときに排
出される臭気を定量（参考）臭気総発生量 ： 新機種（スモークオフ搭載）20,000（m3）以下、
従来機種 8,700,000（m3） 「臭気総発生量とは，捕集したグリル排気を人間の嗅覚で感知できなく
なるまでに必要な空気量を指します」 ＜東邦ガス（株）、大同大学共同研究結果＞ 
※3 当社従来機種（スモークオフ非搭載）との比較／さんま４尾を13分間両面強火で焼いたときに排出
される煙を測定。 ＜リンナイ（株）調べ＞  

■グリル庫内の油汚れを削減！“ココットシリーズ” 

専用のココットシリーズを使用することで、グリル庫内に油汚れがほとんど飛び
散らず、調理した後の清掃が簡単になります。焼き網を使用した場合に比
べてグリル庫内の汚れを99.9％削減※4。グリル庫内の汚れで気になるお客
様が多い「油のべたつき」「焦げつき」といった悩みに応えます。 
 
※4 試験方法 ：「焼き網」「ココットプレート」にてさんま2尾を調理し、調理後グリル扉を閉めたまま30秒間
放置。グリル庫内各お手入れ部品（焼き網・ココットプレートは除く）への飛び散り量を5回測定し平均値
を算出。焼き網はオートグリル〈姿焼 標準モード〉ココットプレートは〈ココットプレート 焼き魚 強めモード〉で
調理。 ＜リンナイ（株）調べ＞ 


